
20012～2013年度 No.1

　第 　 １　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

阿久津地区ガバナー 鈴木第一副地区ガバナー 塩月第二副地区ガバナー

× 吉岡１４ＲＲＣ

○  L　　杉山　委員長 ○  L　　黒井　副委員長 ○  Ｌ　瀧澤　副委員長

○  L　　朝夷　副委員長 ○  L　　大橋　委員 ○  L　水津　委員

○  L　　岩村　委員 ○  L　　片岡　委員 ○  L　丸山　委員

×  L　　梅若　委員
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水津委員＝法律関係全般担当

梅若委員＝出欠確認・庶務担当（朝夷副委員長の保佐）

各委員の役割分担の確認

議題審議

委員会開催予定確認

臨時キャビネット会議（2013･1･21開催）または第３回キャビネット会議（2013･3･18開催）

または第３回キャビネット会議（2013･3･18開催）までに意見集約を行う。

　２０１２年　７月　２０日　金曜日　　　　　１５時　００分　～　１７時 ００分

出席者・欠席者の確認

各委員自己紹介

黒井副委員長＝議事録・法人会事例調査担当

瀧澤副委員長＝司会進行・次第担当

委　員　会　報　告

　司会・進行　Ｌ 瀧澤　副委員長

開会

法人化検討推進委員会

　　　　 L　杉山　南見夫

出　席　者

次　　　第

　かどやホテル　会議室

　出席オブザーバー

杉山委員長挨拶

閉会

丸山委員＝ロータリークラブ事例調査担当

議題の審議に先立ち、各委員の委員会における役割分担が確認された。

岩村委員＝青年会議所事例調査担当

片岡委員＝議事録担当

審議経過事項の概要

杉山委員長より委員会の運営方針につき、次のような説明がなされた。

朝夷副委員長＝出欠確認・庶務担当

大橋委員＝国際協会連絡・メール担当

第２回キャビネット会議（2012･11･26開催）に、委員会としての法人化案を提出する。

各委員が各リジョンのガバナー諮問委員会で当該法人化案を説明し、意見を聴取する。

意見集約したものを第５９回年次大会（2013･4･20開催）の分科会にかけたうえで、代議

員大会に諮る。
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第２回委員会　２０１２年８月２０日（月）　１４：００～１６：００

次回以降の委員会の予定が次のとおり決定された。

第３回委員会　２０１２年９月２５日（火）　１４：００～１６：００

第４回委員会　２０１２年１０月２２日（月）　１４：００～１６：００

第５回委員会　２０１２年１１月１９日（月）　１４：００～１６：０0

これに対し、岩村Ｌ、片岡Ｌから、マトリックス図の説明における有用性は認めつつも、時
間的な制約の観点から、これを元に採りうる法人形態の選定を行うという手法に疑問が
呈され、法人形態については、予め現実的な一般社団もしくは一般財団に絞り、そのた
めに何をしなければならないかという議論をなすべきではないかとの意見が出され、ま
た、丸山Ｌからは、ライオンズクラブとしては、あくまで公益法人を目指すべきであり、そ
のことは必ずしも非現実的ではないのではないかとの意見が出された。

審議経過事項の概要

No.2

まず、杉山委員長より、法人の各類型（一般社団、一般財団、公益社団、公益財団、ＮＰ
Ｏ、認定ＮＰＯ等）について、項目ごとの特徴、メリット・デメリット等を、いわゆるマトリック
ス図にまとめ、それを元に選択すべき法人の選定に向けた議論をなすべきではないかと
の提案がなされ、大橋Ｌが予め作成したマトリックス図の原案的なものが配布・参照され
た。

　Ｌ 片岡　圭太

次回開催日時
　　　　　　場所 　未定

法人化案取り纏めに向けた審議の進め方について、以下のような議論がなされた。

上記に関連し、水津Ｌから、昨期の経験や時間的制約等から、議論の進め方について

は、演繹法ではなく、帰納法的な思考によるべきではないかとの意見が出された。

　２０１２年　８月　２０日　月曜日　　　　１４時　００分　～　１６時　００分

以上の意見を踏まえて協議した結果、
①最終的には公益法人を目指すとしても、当委員会では、差し当たり実現可能性の高
い一般（社団・財団）法人を前提として検討協議する。
②委員会提案を説明する際のツールとして、マトリックス図を作成する。
との一応の結論に達した。
そこで、次回委員会までに、岩村Ｌが一般法人を前提とした法人化案、及びマトリックス
図の叩き台（ただし、あくまでプロトタイプ）を作成し、これを元に議論を進めることとされ
た。


